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10月1日は国勢調査の日
1
0月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
。
福
祉
、
教
育
、
雇
用
、
住
宅
建
設
等
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
考
え
る
大
切
な
資
料

と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
を
あ
な
た
の
お
宅
に

9
月
中
旬
か
ら
す
べ
て
の
お
宅
に
調

査
貝
が
伺
い
、調
査
票
を
配
付
し
ま
す
。

調
査
票
に
は
普
段
仕
ん
で
い
る
人
を
も

れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

鯛
査
票
の
内
容
を
人
に
も
ら
し
た
り
、

統
計
以
外
の
日
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

記
人
し
た
調
査
票
は
、1
0月
上
旬
に

再
び
調
査
貝
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

集
計
結
果
は

2
1
世
紀
の
暮
ら
し
の
デ
ー
夕
に

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
K
町
村
で
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
火
切
な
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

□
調
査
結
果
利
用
例

▽
入
口
…
都
・
区
議
会
の
巌
貝
定
数
の

決
定
な
ど

マ
地
城
別
の
入
口
…
防
災
計
両
、
上
・

。卜
水
道
、
ご
み
処
理
、
公
聞
等
環
境
整

備
施
策
の
&
礎
資
料
な
ど

▽
年
齢
別
の
入
口
・
:教
育
・
雇
用
・
福

祉
政
策
の
基
礎
資
料
、
人
口
構
造
の
分

析
な
ど

▽
就
業
者
数…
経
済
・
雇
用
政
策
の
基

礎
資
料
な
ど

▽
住
宅
統
計
…
住
宅
政
策
・
地
域
開
発

の
基
礎
資
料
な
ど

人
口
は
1
2
月
に
公
表

こ
の
集
計
結
米
は
、
1
2月
ま
で
に
全

国
・
都
道
府
県
・
巾
区
町
村
別
の
入
日

の
速
報
を
ま
ず
発
表
し
ま
す
。そ
の
後
、

く
わ
し
い
統
計
が
順
次
発
衣
さ
れ
ま

す
。
報
告
書
は
。
側
書
館
な
ど
で
だ
れ

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
足
立
区
国
勢
調
査
実
施
本
部
事
務
局

(総
務
課
統
計
係
内
)
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

元
区
長
　
古
性
直
氏
逝
去

>兀
区
長
の
占
性
直
氏
が
、
8
月
2
1日

午
前
7
時
2
4分
、
区
内
の
病
院
に
て
、

心
爻
あ

た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
9

年
7
8歳
。

古
性
氏
は
、
足
し
区
議
会
議
貝
、
議

長
、
助
役
を
経
て
、
昭
和
5
5年
9
月
区

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
4
期
1
6年
の
永
き
に
わ
た

り
、
足
皀
区
政
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

心
‥別
式
は
、
8
月
2
4日
£
午
か
ら
自

宅
に
お
い
て
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、謹
ん
で
哀
悼
の
憲
を
衣
し
、

ご
冥
柵
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

《
古
性
元
区
長
略
歴
》

人
函
1
0年
1
2月
1
7日
生

▽
昭
和
4
2
年
5
月
～
昭
和
5
3
年
2
月

足
立
区
議
会
議
貝
3

期

▽
昭
和
5
2
年
7
月
～
昭
和
5
3
年
2
月

足
立
区
議
会
議
長

▽
附
和
5
3
年
4
月
～
昭
和
5
5
年
9
月

足
I
K
助
役

▽
昭
和
5
5
年
9
月
～
平
成
8
年
9
月

足
立
K
艮
4

期

学
び
ピ
ア
2
1
&車
い
す
体
験

施
設
見
学
会

日
時
u
▽
団
体
コ
ー
ス
…
1
0
月
1
8
H

Ⅲ
・
1
9
日
*
t
>
個
人
コ
ー
ス
:
1
0
月

2
0
H
t
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

3
畤
3
0
分
(
予
定
)
コ
ー
ス
n
集
合

場
所
(
団
体
は
希
望
場
所
、個
入
は
区

役
所
)
～
学
び
ピ
ア
2
1
～
あ
だ
ち
再
生

館
～
四
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(屋
外
で
の
巾
い
す
体
験
が
あ
り
ま
す
)

～
集
合
場
所
(
解
散
)
対
象
―
区
民

定
員
n
各
日
2
3入
(
抽
選
)

※
団

体
は
1
5人
以
h
、
個
入
は
1
組
3
入
ま

で

費
用
n
無
料

申
込
u
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
日
(
第
2
希
望
ま
で
可
)
、

参
加
者
全
貝
(
団
体
は
代
表
者
の
み
)

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
陟
、

「
施
設
見
学
会
」
と
明
記

期
限
u
9

月
2
9日
必
着

申
・
問
先
u
広
報
係

〒
吻
・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
-
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ボ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
/
区
議
会
第
3

回
定
例
会
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド

/
働
く
親
の
子
育
て
講
座
Ⅲ

8
面
▽
▽
▽
第
5
0
回
足
立
区
文
化
祭
/
花
だ
よ

り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

3880―5678
「区民の声」を
お 待ちしてい ます

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、f

育
て
の
情
報
交
換
や
学
習
を
し
な
が
ら

友
達
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。日
程

H
1
0
月
～
1
3
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
2

・
第
4
水
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
1
1
1

時
3
0
分
対
象
u
第
1
f
で
、1
0
年
1
0

月
～
1
1
年
3
月
生
ま
れ
の
幼
兜
と
そ
の

お
母
さ
ん
(
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
管
内
の
方
)
　
定
員
n
親
子
4
0
組

(
先
着
順
)
　
費
用
―
無
料
申
込
u

電
話

場
・
申
・
問
先
n
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
糯
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

手
軽
に
手
堅
く
ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
n
9
月
2
7
日
團
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
/
1
0月
4
日
團
、
午
前
1
0

時
～
正
午
(
2
日
制
)

内
容
―
▽
1

日
日
・
:肥
満
の
予
防
や
失
敗
し
な
い
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
秘
け
つ
に
つ
い
て

マ
2
H

目
…
体
脂
肪
を
減
ら
す
運
動

対

象
H
区
内
在
住
・
在
勤
者
定
員
u
3
0

人
(
先
着
順
)
費
用
n
無
料
申
込
u

電
話

場
・
申
・
問
先
n
束
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

小
児
ま
ひ
生
ワ
ク
チ
ン

(
ポ
リ
オ
)
予
防
接
種

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
で
は
、接
種

後
に
脳
炎
死
亡
例
と
ま
ひ
例
が
報
告
さ

れ
た
た
め
、接
穐
が
一
時
中
止
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
後
の
調
査
で
、ま
ひ
例

に
つ
い
て
は
囚
果
関
係
が
否
定
で
き
な

い
も
の
の
、ワ
ク
チ
ン
自
体
に
は
問
題

が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。厚
生

省
も
秋
の
接
種
を
円
滑
に
愆
つ
よ
う
に

指
示
を
出
し
ま
し
た
。な
お
、ぼ
で
は

副
反
応
を
疑
う
よ
う
な
例
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
秋
の
ポ

リ
オ
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。日
程

―
表
I
対
象
H
5
ヵ
月
～
7
歳
6
ヵ

月
未
満
の
乳
幼
児

※
1
・
2
回
目
の

新
規
対
象
者
に
は
9
月
末
に
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。
新
規
対
象
者
以
外
で
予

診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に

母
子
保
健
係

・
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
に

予
診
票
を
取

り
に
米
て
く

だ
さ
い
。
接

種
当
日
は
、

説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
で
予
診
票

に
記
入
し
、
母
子
手
帳
、
体
温
計
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い

問
先
―
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
ま
た
は
母

子
保
健
係

表1　 小児まひポリオ生ワクチン接種日程表

表2　各保健総合センター一覧

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
―

精
神
障
害
者
の
立
場
か
ら
―
」

地
域
に
住
む
精
神
障
害
者
の
話
を
聞

き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。日
時
n

9
月
2
9
日
㈲
午
後
2
時
～
4
時
場

所
u
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
対
象
u
区
民
内
容
―
精
神

障
害
者
本
入
、家
族
、関
係
者
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
発
一
戸
交
流
講
師
u

熊
谷
直
樹
氏
(
都
立
中
部
総
合
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師
)
　
申
込
u

電
話

申
・
問
先
n
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
1
　
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

足
立
区
両
親
学
級

夫
婦
で
楽
し
く
子
育
て
を

日
時
等
u
マ
1
0
月
I
H
圓
・
:
綾
瀬
プ
ル

ミ
ェ

マ
H
月
1
9日
鼎
…
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
1
ル
、
い
ず
れ

も
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

※
ど
ち
ら

か
I
町
の
み
の
参
加

対
象
l
妊
娠
中

～
6
ヵ
月
ま
で
の
乳
児
を
も
つ
夫
婦

内
容
―
講
演
会
「
パ
パ
の
育
児
参
加
と

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
こ
ろ
の
そ
だ
ち
」/
懇

談

定
員
n
5
0
艇
(
先
着
順
)

※

保
育
あ
り

賢
用
1
無
料

申
込
―
電

話

場
・
申
・
問
先
―
母
子
保
健
係

高
脂
血
症
予
防
教
室

～
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
が
多
い
方
へ
～

採
血
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
交
流

を
と
お
し
て
高
脂
血
症
を
ど
の
よ
う
に

予
防
す
る
か
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

日
程
U
表
4

対
象
U
成
人
健
康
診
査
(

区
内
医
療
機
関
実
施
)
を
受
け
た
方
(

全
日
程
参
加
で
き
る
方
が
望
ま
し
い
)

※
最
新
の
検
査
結
果
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

定
員
-
4
0入
(
先
着
順
)
　
費

用
―
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・

問
先
―
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表4　 高脂血症予防教室日程

定
期
的
に
健
康
診
断
を

9
月
2
4
日
～
3
0
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診
断

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
推

進
と
結
核
へ
の
関
心
と
知
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
無
料
結
核
検
診
(

胸
部
X
線
)
を
行
い
ま
す
。1
年
以

上
結
核
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
程
等
―
表
3

費
用
U
無
料

申
込
U
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
U
各

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表3　 結核検診日程等

調
理
体
験
教
室

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

作
る
楽
し
み
、味
わ
ケ
喜
び
を
親
子

で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。日
時
n

9
月
3
0
日
倒
、午
後
2
時
～
4
時
場

所
―
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
u
小
学
生

と
そ
の
親

内
容
u
か
ら
だ
が
喜
ぶ
食

べ
方
と
は
?
/
ア
ウ
ト
ド
ア
に
も
む
く

簡
単
な
料
理
実
習

定
員
u
1
5組
(
先

着
順
)
　

費
用
n
1

入
釼
円
(
材
料

費
)
　

持
ち
物
I
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
n

電
話

申
・
問
先
u
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

食
生
活
講
演
会

□
「
毎
日
い
き
い
き
!
～
ト
ク
す
る

情
報
～
」

豊
か
な
食
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
健

康
づ
く
り
を
続
け
て
い
く
方
法
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

日
時
U
1
0月
4
日

Ⅲ
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

講

師
n
山
田
紘
予
氏
(
専
門
学
校
講
師
)

定
員
u
5
0入
(
先
着
順
)

費
用
n
無

料

申
込
u
電
話

場
・
申
・
問
先
n

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

□
食
べ
物
は
み
ん
な
薬
…
薬
膳
に
つ
い

て
や
さ
し
く
学
び
ま
し
よ
う

日
時
u
9
月
1
9
H㈲
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

講
師
a
藤
井
仁
乃
氏
(

都
立
公
衆
衛
生
看
護
専
門
学
校
講
師
)

定
員
u
7
0入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料

持
ち
物
n
筆
記
用
具

申
込
n
電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

と
こ
と
ん
学
ぶ
!

お
酒
と
か
ら
だ

日
時
u
9
月
2
7
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
(
採
血
は
午
後
1
時
3
0
分
～
2

時
)
/
1
0
月
4
日
叫
午
後
2
時
～
3

時

内
容
n
血
液
検
査
と
お
話
/
検
査

結
果
の
説
明

定
員
n
3
0入
(
先
着
順
)

費
用
8
千
朷
円
(
血
液
検
査
料
金
)

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
n
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

子
育
て
講
演
会

ど
う
し
た
ら
い
い
の
?

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

～
今
、
親
が
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と～

日
時
u
9
月
2
7
日
Ⅲ
、
午
前
1
0
時～
正

午

場
所
H
教
育
研
究
所

内
容
―
講

演
と
意
見
交
流
会

講
師
―
田
熊
喜
代

巳
氏
(
心
理
相
談
員
)

費
用
n
無
料

※
―
歳
以
k
の
保
育
あ
り
。
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い

申
込
n
電
話

申
・
問
先
n
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
1

地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

住
居
衛
生
講
演
会

ネ
ズ
ミ
か
ら
家
を
守
ろ
う
(

駆
除
編
)

日
時
u
1
0
月
1
9
日
圃
、
午
後
2
時～
4

時

場
所
u
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル

対
象
n
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

定
員
u
5
0人
(
先

着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
n
電
話

申
・
問
先
n
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5
(

直
通
)

慢
性
呼
吸
器
障
害
者
の

た
め
の
呼
吸
器
教
室

日
時
-
1
0
月
3
日
㈹
、午
後
1
時
～
4

時
場
所
u
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
対
象

n
区
内
在
住
で
、
慢
性
呼
吸
器
機
能
障

害
の
方
と
家
族
お
よ
び
関
係
機
関
職
貝

内
容
―
医
療
講
話
「呼
吸
器
体
操
」/

情
報
交
換
会
定
員
n
5
0
入
(
抽
・
選
)

費
用
u
無
料
申
込
l
電
話
期
限
1

9
月
2
5
日
申
・
問
先
―
東
部
障
`
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー(

5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
蔬
埀
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

竹
ノ
塚
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
設
置
し
ま
す

区
で
は
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
高
齢
者
、障
害
者
な
ど
が
安

全
に
利
用
で
き
る
駅
施
設
を
め
ざ
し
て

鉄
道
駅
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
1
等
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
東

武
鉄
道
竹
ノ
塚
駅
に
車
い
す
対
応
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の
設
置
工
事
が
行
わ

れ
、
区
は
こ
の
事
業
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
期
間
U
9
月
～
1
4
年
3
月
場

所
U
竹
ノ
塚
駅
西
口
、
改
札
内
各
一
基

問
先
―
障
害
福
祉
計
画
係
ま
た
は
都
市

計
画
課
調
整
係

9月15日　敬

老の日

65歳以上の方に
区内の銭湯を無料開放
申込= 当日番台( フロ ント) で
年齢を告げ てください( 証明書
は不要) 　 問先= 衛 生管理係

パ
ー
ト
保
健
婦
・

看
護
婦
(
士
)
募
集

対
象
―
保
健
婦
、看
護
婦
の
資
格
を
持

つ
5
0
歳
程
度
ま
で
の
方
内
容
u
各
種

健
診
業
務
補
助
募
集
人
数
u
1
～
2

入
採
用
予
定
-
1
2
年
9
月
末
以
降

勤
務
条
件
n
1
日
6
時
間
、月
6
～
7

日
報
酬
1
1
日
9
千
6
5
0
円
申
込
u

電
話
期
限
1
9
月
2
8
日
申
・
問
先
u

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

【
臨
時
特
集
】

人
権
施
策
推
進
の
た
め
の
指
針

<
骨
子
>
②

□
指
針
策
定
の
背
景

「
人
権
に
関
す
る
現
状
」

全
国
的
に
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
重
要
課
題
お
よ
び
首
都
車
亰
の
特

性
を
反
映
し
た
人
間
の
存
在
と
尊
厳
に

か
か
わ
る
課
題
と
し
て
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問
題
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、H
I
V
感

染
者
等
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の

問
題
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

□
指
針
の
基
本
的
な
考
え
方

「
指
針
の
計
画
期
間
」

1
2年
か
ら
1
6年
ま
で
を
計
画
期
問
と

し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
計
画
を
改

定
し
ま
す
。

「
人
権
施
策
の
観
点
」

入
権
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
、

多
様
な
考
え
方
が
あ
り
、
具
体
的
な
入

権
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
に
当
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
配
慮
し
な

が
ら
、
公
共
の
福
祉
の
観
点
か
ら
の
調

螯
が
必
要
で
す
。
従
来
の
個
別
施
策
で

対
応
が
困
難
な
と
き
に
は
、
入
間
の
存

在
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
基
軸
に
、
総

合
的
な
観
点
と
仕
組
み
に
よ
っ
て
λ
権

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
行
政
の
役
割
」

都
は
、
個
人
の
発
憲
を
側
面
か
ら
援

助
す
る
こ
と
、
都
民
や
N
P
o
な
ど
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
す
る
こ

と
お
よ
び
企
業
の
社
会
貢
献
意
欲
を
促

す
た
め
の
条
件
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と

と
し
ま
す
。

※
骨
子
に
っ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
都
総
務
局
人
権
部
へ

(
5
3
8
8
)
2
5
9
2

《
総
務
課
同
和
対
策
》
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9
月
1
8日
か
ら

無
料
乗
車
券
を

交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
。都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
(
シ

ル
バ
ー
バ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除
く
)
。

対
象
U
①
身
体
障
害
者
手
帳
(
1
～
6

級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
②
療

育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
～
第
6
項
症
お
よ
び
第
I
款
症
～
第

5
款
症
ま
で
に
該
当
す
る
方

④
原
子

爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
方
お
よ

び
健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
の
世
帯
貝
の
う
ち
1
入

⑥
旧
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世

帯
貝
の
う
ち
1
入

⑦
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
の
世
帯
貝
の
う
ち
1
人

申

込
―
表
5

※
窓
口
に
持
参
す
る
も
の

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い

申
・
問
先
U
①
～
⑤
:
管
轄

の
福
祉
事
務
所
(
表
1
0
)
⑥
=
・国
民

年
金
課
給
付
係

⑦
・
:児
童
手
当
係

表5　 無料乗車券申請手続き必要書類
乳
幼
児
医
療
助
成

制
度
が
1
0月
か
ら

変
わ
り
ま
す

1
0月
1
日
か
ら
。
制
度
改
正
に
よ
り
、

入
院
時
食
事
療
養
費
の
本
入
一
部
負
担

金
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
(
入
院
時
食
事
療
養
費
U
老

人
保
健
法
の
規
定
に
よ
4
負
担
す
べ
き

額
)
。

対
象
U
就
学
前
(
6
歳
に
達

し
た
日
以
降
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)

の
乳
幼
児
で
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
等
の
加
入
者
(

生
活
保
護
受
給
者
・
里
子
・
施
設
入

所
の
乳
幼
児
は
除
く
)
　
助
成
の
範
囲

―
入
院
時
食
事
療
養
費
の
本
入
一
部
負

担
金
を
除
く
、
保
険
診
療
に
よ
る
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
※
保
険
の

き
か
な
い
も
の
(
健
康
診
断
・
予
防
接

種
・
薬
の
容
器
代
・
差
額
ベ
ッ
ド
代
・

往
診
の
交
通
費
・
文
滌
料
な
ど
)
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
所
得
制
限
U
4
歳
に
な
っ

た
翌
月
か
ら
6
歳
に
達
し
た
日
以
降
の

最
初
の
3
月
3
1
卜
ま
で
の
乳
幼
児
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
は
、次
の
と
お

り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。マ
所
得

制
限
の
限
度
額
…
所
得
税
法
に
規
定
す

る
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族

な
ど
の
入
数
に
よ
り
限
度
額
が
決
ま
り

ま
す
(
表
6
)
▽
所
得
判
定
の
方
法

…
乳
幼
児
が
い
る
欧
帯
の
t
た
る
生
計

維
持
者
(
父
ま
た
は
ほ
、
父
母
が
い
な

い
場
合
は
養
育
者
)
の
1
1年
中
の
所
得

か
ら
表
7
の
各
種
控
除
を
差
し
引
い
た

所
得
が
所
得
制
限
の
限
度
額
未
満
で
あ

れ
ば
、
'助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

※
所

得
と
は
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
給

与
所
得
控
除
後
の
金
額
で
、
そ
の
他
の

所
得
者
に
っ
い
て
は
、
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
製
を
い
い
ま
す

申
・
問
先
U
児
童
医
療
係

表6　 所得制限の限度額

表7　 控除額一覧
該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・

児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
u
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
7

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
…
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
な
ど
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
の
扶
養
が
な

い
方
/
父
に
電
度
の
障
害
が
あ
る
方

(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
n
所
得
制
限

以
1
1
の
収
入
が
あ
る
と
き
(
本
入
お
よ

び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
と
き
/
児
童
が
父
の

死
亡
な
ど
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
、

あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き
/
昭
和
6
0
年
8
月
1
日
以
降

に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
方
が
5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と

き
手
当
額
(
月
額
)
n
マ
全
額
支
給

対
象
者
・
:
4
万
2
1
詞
円
マ
ー
部
支

給
対
象
者
…
2
万
8
千
一
'
一
円
※
児
童

が
複
数
の
と
き
の
2
人
目
は
5
千
円
、
3

人
目
以
降
は
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
n
昭
和
5
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
:
交
母
が
離

婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
父
の
扶
養
が
な
い
方
/
父
ま
た
は

母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
(
身
体
障

害
者
手
帳―
・
2
級
)
手
当
額
u
月

額
1
万
3
千
叨
円

※
い
ず
れ
も
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
施
設
入
所

し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
・
問
先
―
児
童
手
当
係

介
護
保
険
の
保
険
料
・

利
用
料
の
支
払
い
が

困
難
な
方
へ

m一
月
か
ら
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

6
5歳
以
L

の
方

の
介
護
保
険
料

額

は
、
所
得
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
5

段

階
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
(
表
8
)

。
ま

た
利
用
料
の
1

割
負
担
の
限
度
額
も
表
9

の
と
お
り
肚
帯
に
お
け
る
住
民
税
の

課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
こ

れ
を
超
え
る
額
は
、
高
額
サ
ー
ビ
ス
費

と
し
て
還
付
さ
れ
ま
す
(
請
求
に
は
領

収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
)
。

生
活
が
苦
し
く
介
護
保
険
の
保
険
料

や
利
用
料
の
段
階
を
引
き
下
げ
れ
ば
生

活
が
維
持
で
き
る
と
い
う
場
合
や
、
資

産
等
を
活
用
し
て
も
保
険
料
、
利
用
料

の
支
払
い
の
た
め
、
生
活
が
困
窮
す
る

場
合
は
、
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
0
)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高

額
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
都
合
に
よ

り
、
現
在
事
務
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
―
介
護
保
険
課

表8　65歳以上の方の介護俣険料額

表9　 利用料自己負担分( 1割) の限度額(月額)

表10　福祉事務所一覧

(
乳
)
医
療
証
を

発
送
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
証
は
、1
0月
に
更
新
し

ま
す
。
新
し
い
医
療
証
は
9
月
2
6日
ご

ろ
発
送
し
ま
す
。

□
5
歳
か
ら
就
学
前
の
医
療
証

医
療
証
の
色
は
ク
リ
ー
ム
色
で
す
。
1
0

月
1
日
か
ら
区
内
の
医
療
機
関
で
使

用
で
き
ま
す
。所
得
超
過
な
ど
に
よ
り
、

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
へ
は
そ
の

旨
、
通
知
し
ま
す
。

□
5
歳
未
満
の
医
療
証

1
0月
1
日
か
ら
の
医
療
証
は
若
草
色

で
す
。
現
在
使
用
の
医
療
証
(
オ
レ
ン

ジ
色
)
は
有
効
期
限
が
9
月
一
J日
ま
で

で
す
。
1
0月
以
降
は
使
わ
ず
に
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

※
1
0月
1
日
以
降
に
4

歳
に
達
す
る
乳
幼
児
(
8
年
1
0月
2

日
か
ら
9
年
9
月
1
日
生
ま
れ
)
に
っ

い
て
は
、
誕
生
月
の
末
日
(
1
日
生
ま

れ
の
方
は
前
月
の
末
日
)
の
有
効
期
限

付
き
の
医
療
証
と
な
り
ま
す
が
、
満
4

歳
の
到
達
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
制

限
内
の
方
に
は
医
療
証
を
、
超
過
の
方

に
は
そ
の
旨
の
通
知
を
送
り
ま
す
。

問
先
n
児
童
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け

で
な
く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を

楽
し
め
る
よ
う
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
経
験
豊
か
な
公
立
、
私
立
保
育
園

の
職
員
が
対
応
し
ま
す
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
U
公
立
・
私
立
保
育
園
全

園
相
談
日
―
毎
週
月
～
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝
日
は
除

く

問
先
―
保
育
指
導
ま
た
は
保
育
振

興
係児

童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、
受
給
資
格
に

該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

□
児
童
手
当
拡
大
分

区
内
在
住
で
、
満
3
歳
以
上
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

も
6
月
の
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
児
童

手
当
・
特
例
給
付
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
―
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
義
務
教

育
就
学
前
(
6
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初

の
3
月
ま
で
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
手
当
月
額
u
第
1
・
2
子
は
5

千
円
、
第
3
子
以
降
1
万
円

※
申
請

の
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
手
当
拡
大
分
に
該

当
す
る
方
は
、
特
例
措
置
と
し
て
9
月
3
0

日
ま
で
に
申
謂
す
る
と
6
月
分
ま
で
(
7

月
以
降
支
給
対
象
に
な
っ
た
場
合

は
そ
の
月
分
ま
で
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
公
務
貝
の
方
は

勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

受
給
中
の
方
が
、
会
社
を
退
職
す
る
な

ど
で
申
請
時
と
年
金
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
っ
と
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
状
況

に
よ
り
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
n
児
童
手
当
係
ま
た
は
各
福

祉
事
務
所
(
表
恕

心
身
障
害
者
(
児
)
の

巡
回
相
談
(
予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

そ
の
更
生
に
必
要
な
相
談
な
ど
を
お
受

け
し
ま
す
。
日
時
-
1
0
月
1
8
日
團
、

午
後
1
時
～
3
時
場
所
―
竹
の
塚
障

害
福
祉
館
※
車
で
の
来
場
は
で
き
る

だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
定
員
n
9
4
入

(
先
着
順
)
申
込
u
電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
予
約
期
間
u
9
月
H
B
～
2
0
口

申
・
問
先
u
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
0
)

ワン ポイント 健康術

【肩甲骨と骨盤をよく動かしましょう】

人が姿勢を保ち動作するうえで、肩甲骨・骨盤の位置や動かし
方は、重要です。肩甲骨と骨盤の動きを良くし、正常な位置に保
つことで、正しい姿勢をつくり、腰痛や屑こりになりにくい体を
つくることができるのです。また、上肢( 腕) の動きは肩甲骨 、
下肢( 脚) の動きは骨盤と関係しているため、日常動作やスポー
ツ活動にも大きな彫響をおよぼします。
次にあげる動きをゆっくり大きく繰り返し、少しずつ動きを広
げていきましよう。

A. 両手両ひざをついての
基本エクササイズ
①あごを引き、大きく息を吐きながら
おなかをへこ ますように背中を丸め
ていきます( 骨盤後傾)。
肩甲骨を外側に開くように意識して
、ください。
②顏を上げ、息を吸いながら胸を張り、
腰を反らします( 骨盤前傾) 。
首をすくめないようにして、肩甲骨
を内側に寄せるように意識してくだ
さい。

→10回× 2セット

B. 両手両ひざをついて腕の曲げ伸ばし
( DA ①の形にし ながら、左腕をおなか
の方に引き寄せます。

②A②の形にしながら、左腕を前方に
伸ばし ます。
このとき、手の平を左側に向け ます。

→同じように右腕も行います。10回×
2 セット× 左右

C. 両手両ひざをついて脚の曲げ伸ばし
①A ①の形にし ながら、右脚をおなか
の方に引き寄せます。

②A ②の形にし ながら、右脚を後方に
伸ばし ます。

→同じように左脚も行います。10回×
2 セット× 逎E彳i

《体育振興担当課　　3859- 3422　協力: 生涯学習振興公社》

ご訂正とおわび　あだち広報8月25日号3ページ、宿泊インフォメーション利用不可日に記載漏れがありました。11月10日の鹿沼レクリエーションセンターおよび

12月24・25日の鋸南自然の家は利用できません。訂正しておわびします。　《学務課校外施設係》
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おもいやり　人に車に　この街に
秋の交通安全運動9月21日～30日
今回の交通安全運動の重点は、
①高齢者の交通事故防止
②二輪車・自転車の交通事故防止
③チャイルドシートとシートベルトの着用の徹底
の3 点です。
「自分の命は自分で守る」ことはもちろん、自分以外の
人のためにも交通ルールを守り、ゆとりと思いやりの気
持ちを持って交通安全を心がけましよう。

表1　交通安全運動の行事
区役所

区・四警察署合同

千住警察署

西新井警食署

綾瀬警察署

竹の塚警察署

※ 申し込みなどのお問い合わせは各警察署へ( 表3)

交
通
死
亡
事
故
　
都
内
ワ
ー
ス
ト
1

8
月
2
0
日
末
現
在
、
区
内
で
1
8
人
の

方
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
都
内
で
ワ

ー
ス
ト
1
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
る
と
7

人
増
加

し

、
昨
年
1

年
間
の
交
通
事
故
死
亡
者

数
と
同
数
と
な
り

、
大
変
憂
慮
す
べ
き

状
況
と
な
っ
て

い
ま
す

。
ま
た

、
事

故
発
生
件
数
・
負
偽
者
数
も
激
増
し
て

い
ま
す
(

表
2
)
。

表2　 区内事故発生状況
( 7 月 末 日 現 在)

▽ 一瞬の不注意が悲惨な事故を招く結果に( 写真提供　千住警察署)

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

▽
歩
行
者
…
交
差
点
で
は
必
ず
止
ま

り

、
左
右
を
確
認
す
る

▽
自
転
車
…
二
人
乗
り
、無
灯
火
運
転

は
し
な
い

▽
ニ
輪
車
…
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必
ず
着
用

し

、
制
限
速
度
を
寸
る

▽
四
輪
車
…
右
折
・
左
折
時
は
安
令
確

認
し

、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

を
着
用

す
る
。

幼
児

・
児
童

を
同
乗

さ
せ
る
場

合
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る

交
通
事
故
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か

交
通
事
故
の
事
例
や
区
内
で
発
生
し

た
事
故
の
原
囚
と
し
て
、横
断
禁
止
場

所
で
の
横
断
、飛
び
出
し
、僧
号
無
視
、

一
時
不
停
止
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
「自
分
だ

け
は
大
丈
夫
」
「こ
こ
を
渡
れ
ば
近
い

か
ら
」と
い
っ
た
自
分
勝
手
な
考
え
や

行
動
が
、交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る

人
ま
で
を
巻
き
込
ん
で
悲
惨
な
交
通
事

故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

交
通
事
故
事
例
1

自
転
車
運
転
中
の
高
齢
者
(
A
)
が
信

号
を
無
視
し
て
交
差
点
を
横
断
し
た
た

め
、左
方
か
ら
進
行
し
て
き
た
二
輪
車
(
B
)

と

衝
突
し
死
亡
し
た

。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
】

□
二
輪
車
を
運
転
す
る
方
ヘ

▽
交
差
点
を
通
過
す
る
場
合
は
、車
だ

け
で
な
く
横
断
し
て
く
る
自
転
車
や
歩

行
者
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
安
全
な
速

度
で
通
過
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
面
の
信
号
　
　
　
　
、急
に
自
転
車

や
歩
行
者
か
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
自
転
車
に
乗
車
す
る
方
ヘ

▽
自
転
車
で
交
差
点
を
通
る
場
合
は
、

速
度
を
緩
め
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。市
か
ら
自
転
車
は
確
認
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
。信
号

は
必
ず
寺
り

、
周
り
か
暗
く
な
っ
た

ら
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
く
だ
さ
い

。

交
通
事
故
事
例
2

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
ず
、二
人
乗

り
を
し
た
原
付
き
バ
イ
ク
(
5
0
c
c
)
(
C
)

が
似
号
無
視
を
し
て
交
差
点
に
進
人
し

た
た
め
に
、青
信
号
で
進
行
し
て
き
た

乗
用
車
(
D
)
と
衝
突
し
、原
付
き
バ
イ

ク
の
同
乗
者
が
死
亡

し
た

。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
】

□
原
付
き
バ
イ
ク
運
転
者
の
方
ヘ

▽
原
付
き
バ
イ
ク
(
5
0
c
c
)
の
二
人
乗

り
は

、
法
令
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま

す

。

ま
た
、原
付
き
バ
イ
ク
　
　
二
輪
車

に
乗
る
場
合
は

、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
し

ょ
う

。

▽
交
差
点
を
進
行
す
る
と
き
は
、法
令

に
よ
り
安
全
延
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。前
後
、左
右
を
よ
ぐ
確
認
し

て
安
全
速
度
で
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、信
号
機
の
設
置
さ
れ
て
い
る

女
差
六
で
は
、必
ず
信
号
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
事
例
3

幹
線
道
路
で
、乗
用
車
(
E
)
が
交
差

点
を
右
折
す
る
際
、横
断
歩
道
を
横
断

中
の
歩
行
者
を
待
っ
て
い
る
車
(
F
)
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
左
側
を

一
時
停
止
せ
ず
右
折
し
た
た
め
、歩
行
者
(
G
)

と
衝
突
し
歩
行
者
が
死
亡
し
た

。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
】

□
運
転
者
の
方
へ

▽
交
差
点
を
右
折
す
る
場
合
は
、必
ず

歩
行
者
が
横
断
し
て
い
な
い
か
を
確
忽

し
ま
し
ょ
う
。横
断
歩
道
の
手
前
で
一

時
停
止
し
て
い
る
申
が
あ
る
場
合
は
、一

時
停
止
を
し
て

、
横
断
歩
道
の
動
き

に
注
意
を
し

て
通
過
し
ま
し

ょ
う

。

▽
幼
児
や
高
齢
者
は
、歩
行
速
度

が
遅
く
横
断
歩
道
を
渡
り
き
る
の
に
時
間
が

か
か
り
ま
す

。
心
に
余
裕
を
持

っ
て
安

令
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

。

□
歩
行
者
の
方
ヘ

▽
交
差
点
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な

い
で
右
折
し
て
く
る
車
が
あ
り
ま
す
。

横
断

歩
道
を
歩
い
て
い
て
も

、
で
き
る

だ
け
す
み
や
か
に
横
斯
し
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、夜
間
は
相
手
か
ら
昆
え
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。明
る
い
服
装

や
、友
射
材
用
品
を
身
に
っ
け
る
な
ど
、

肝
く
て
も
り
目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ベビーシートを
貸し出します

貸
し
出
し
機
種
=
体
重
1
0
㎏
禾
済

か
つ
身
長
7
5
c
m
以
下
(
新
生
児
～

生
後
1
2
ヵ
月
ま
で
)
用
の
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
　
貸
し
出
し
期
間
=

6
ヵ
月
間
　
※
延
長
は
あ
り
ま

せ
ん申

し
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
、住
所
地
の
各
警
察
署
交

通
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
問
先
=
千
住
・
西
新

井
・
綾
瀬
・
竹
の
塚
警
察
署
(

表
3
)

表3　区内警察署問い合わせ先

お
問
い
合
わ
せ
は

交
通
安
全
係
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

区議会第3回定例

会

区 議 会 第3 回 定 例 会 が

表4 の とお り 開 会 さ れ ま

す 。 本 会 農 お よ び 委 員 会

は 公 開 し て い ます 、

な お 、 傍 聴 につ い て は 、

抽選( 開会予定の1時間

前から整理券を発行し、

30分前に抽選) となって

います。　問先=区議会

事務局　　3880- 5

111㈹

表4　 第3 回定例会日程

※ 日程は予告なく変更する場合があります。お問い合わせください

貸
出
中

ビ
デ
オ
広
報

ル
ッ
ク
i
n
あ
だ
ち
N
o
.
8
1

「子
ど
も
を
育
む
地
域
の
力
」

こ
の
ご
ろ
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、

三
世
代
で
食
嘔
を
囲
む
風
景
は
珍
し
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、い
た
ず

ら
を
し
て
近
所
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ

ん
に
し
か
ら
れ
た
記
憶
の
あ
る
人
も
少

な
く
な
り

、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

、
大

人
に
と
っ
て
も

家
庭
環
境
や
地
域
と
の

関
わ
り
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す

。

ビ
デ
オ
で
は
、地
域
の
人
人
た
ち
か

連
携
し
あ
っ
て
地
域
の
子
と
も
た
ち
を

育
て
て
い
こ
う
と
、平
成
元
年
に
発
足

し
た
「千
住
子
ど
も
を
育
む
地
域
連
絡

会
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。こ
の
団
体

は
、千
住
児
童
館
・
老
人
館
を
活
動
拠

点
と
し
て
、
「遊
び
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
橡
々
な

取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま

す

。
子
ど
も
は

、
家
庭
だ
け
で
な
く

、

地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
と
お
し

て
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ぜ
ひ
、こ
の
ビ
デ
オ
を
ご
覧
に
な

り
、考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。　
貸
出
場
所
=
区
内
各
図
書
館
、

区
政
情
報
室
　
問
先
=
広
報
課
報
道
・

映

像
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

は
か
り
の
定
期
検
査

収
引
(
料
金
符
定
に
閭
る
計
耻
)
・

証
明
(
好
婦
・
新
生
児
・
児
童
の
体
重

測
定
等
)

に
使
用
す
る
は
か
り
は

、2

年
に
1

度
検
査
を
受
け
な
く
て

は
な
り

ま
せ
ん

。
該
当
す
る
聨
業
者
の
方
は

、

次
の
と

お
り
受

検
し

て
く
だ

さ
い

。

※
受
検
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

日
程
=
▽
最
大
能
力
か
2
5
0
㎏
以
下
の
機

械
式
は
か
り
…
表
5
　
▽
電
子
式
は
か

り
(
数
字
で
衣
示
さ
れ
る
も
の
)
と
最

大
能
力
2
5
0
㎏
以
上
の
機
械
式
は
か
り…

都
・
計
量
検
定
所
よ
り
期
日
を
通
知
し

職
員
か
巡
回
し
ま
す
　
※
初
め
て
受
検

さ
れ
る
方
は
至
急
、
計
量
検
定
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
　
問
先
=
▽
検
布
に

つ
い
て
…
都
・
計
量
検
定
所

(
5
4
7
0
)
6
6
3
8

▽
場
所
に
つ
い
て…
区
・
消
賢
者
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表5　最大能力250kg以下の機械式はかりの定期検査日程

※ いずれも時間は午前9時30分～午後3時30分

小
中
学
生
が

綾
瀬
川
を
水
質
調
査

全
岡
の
一
級
河
川
の
中
で
、汚
濁
度

ワ
ー
ス
ト
1
と
い
う
不
名
誉
な
位
蹴
に

あ
る
綾
瀬
川
。
7
月
2
8
日
、
流
域
自
治

体
で
什
民
参
加
に
よ
る
一
斉
水
質
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
、
気

温
3
3
℃
の
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

小
中
幸
生
を
は
じ
め
と
し
た
2
7
人
の
参

加
者
が
、
伝
右
橋
、
鷲
宮
橋
、
内
匠
橋

の
3
ヵ
所
で
川
の
刈
れ
を
調
べ
ま
し
た
。

伝
右
川
で
は
、
臭
気
の
調
査
中
に

「
ぬ
か
み
そ
の
腐
っ
た
に
お
い
だ
ー
」

と
思
わ
ず
顏
を
し
か
め
、毛
長
川
で
は
、

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
と
い
う
簡
単
な
方
法
で

川
の
水
を
検
査
巾
に
魚
を
見
つ
け
ま
し

た
。ま
た
内
匠
橋
で
は
、到
黄
早
々
ゴ

イ
サ
ギ
と
い
う
鳥
を
見
つ
け
た
り
と
に

ぎ
わ
う
中
、無
事
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

調
査
結
粟
の
ま
と
め
で
は
、
「汚
い

と
思
っ
て
い
た
川
に
、魚
や
鳥
が
い
て

興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
「き
れ
い
に
す

る
た
め
に
、ど
ん
な
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
の
か
」な
ど
多
数
の
意
見
が
山
さ

れ
ま
し
た
。み
ん
な
で
調
べ
た
調
査
結

米
は
、表
6
の
と
お
り
で
す
。　
問

先
=
環
境
課
調
介(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表6　水質調査結果

▲ 川の水温は何度かな

米
穀
小
売
業

登
録
の
申
請

年
2
回
(
6
月
1
日
、1
2
月
1
日
)

の
登
録
か
ら
随
時
登
録
に
変
わ
り
ま
し

た
。申
請
開
始
は
9
月
1
日
(
1
1
月
1

日
登
録
)
か
ら
で
す
。手
数
科
等
ぐ
わ

し
い
内
容
は
、申
請
用
紙
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。な
お
、卸
売
業
の
巾
請
に

っ
い
て
は
、都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
申
請
書

類
配
付
開
始
=
9
月
1
日
　
書
類
配

付
・
問
先
=
都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

ま
た
は
区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

メ
ト
ロ
セ

ブ
ン

環
七
に
地
下
鉄

を

!

8
月
3
0
日
、
「
環
七
高
速
鉄
道
(
メ

ト
ロ
セ
ブ
ン
)
促
延
鵬
議
会
(
足
立
、

略
飾
、
江
戸
川
の
3
区
で
構
成
)
」
と
「

エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
促
進
協
議
会
(
世
田

谷
等
6
区
で
構
成
)
」
と
の
合
川
促

進
人
会
が
「
九
段
会
館
」
で
開
か
れ
ま

し
た
。

各
区
仕
民
代
衣
ら
約
千
人
か
参
加

し
、
環
状
鉄
道
の
早
刈
実
及
に
向
け
て
、

共
に
力
を
合
わ
せ
、
最
善
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
う
人
会
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
9
区
艮
が
森
田
運
輸
人

臣
を
肋
ね
、
2
3
区
周
辺
部
を
砧
ぶ
環
状

鉄
述
の
整
備
火
現
に
向
け
て
の
国
の
支
援
策
導

人
な
ど
に
っ
い
て
強
く
要
蘭
し

ま
し
た
。
　
問
先
=
都
市
交
通
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

気
を
つ
け
て
!

区
内
で
〝
ひ
っ
た
く
り
〟
激
増

8
月
2
0
日
現
在
、
2
3
区
内
で
脅
生
し

て
い
る
ひ
っ
た
く
り
件
数
は
2
千
9
6
3
件

で
す
。
そ
の
つ
ち
、
4
3
2
件
か
足
立
区
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
審
は
、
女
性

か
約
9
5
%
、
ま
た
自
転
車
の
前
か
ご
か

ら
か
約
5
0
%
を
占
め
て

い
ま
す
。

□
ひ
っ
た
く
り
を
防
止
す
る
た
め
に

自
転
車
の
か
ご
に
は
、
ひ
っ
た
く
り

防
叱
用

の
ネ
ッ
ト
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

※
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
は
似
寄
り

の
交
喬
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

□
ひ
っ
た
く
り
の
ケ
ー
ス

後
方
か
ら
追
い
越
し
ざ
ま
…
9
0
%

オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
し
て
…
7
0
%

問
先
=
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
・
竹
の

塚
警
察
署
(
表
3
)

ま
た
は
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

学

校
アルバ

ム

古千谷小学校
古千谷本町4- 12- 16

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
す
】

本
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
活
動
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

は
、
5
・
6
年
生
が
中
心
に
全
枚
児
童

や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
呼
び
か
け
、

ア
ル
ミ
缶
の
同
収
を
し
て
い
ま
す
。
年
間
継
続

し
、
得
た
収
益
で
体
の
不
自
由

な
方
々
に
車
い
す
を
購
入
し
、贈
る
計
画

で
す
。

ま
た
、
2
月
の
地
域
清
掃
は
全
校
で

収
り
組
み
、
塞
い
中
、
汗
を
流
し
な
が

ら
地
域
の
役
に

立
つ
体
験
を
し
ま

し

た
。図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
毎

週
、
地
域
や
保
護
者
の
方
々
に
よ
り
、

図
書
室
の
整
備
や
本
の
整
理
、
本
の
読

み
闘
か
せ
な
ど
、
充
実
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

□
服
部
政
夫
校
長
か
ら

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
自
身
で
考
え
、
自
分
の
よ
さ
を
伸
ば
す
場
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
校
・
冢
庭
・
地
域
が
役
割
を
分
担

し
、
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
を
学
校

に
招
い
て
情
報
交
換

元
気
に
地
域
清
掃

伊興中学校
伊興5- 17- 1

【
豊
か
な
環
境
の
中
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
】

▽
「
彰
風
園
」

校
内
に
は
、
ど
の
教
室
か
ら
も
眺
め

ら
れ
る
「
彰
風
園
」
と
い
う
庭
園
か
あ

り
、
春
の
桜
、
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、
雪
景
色

な
ど
、
四
季
折

々
の
変
化
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
柏
の
大
樹
が
あ
り
、
柚
の
葉

が
本
校
の
校
章
に
な
っ
で
い
ま
す
。

▽
全
員
一
斉
清
掃

開
校
時
か
ら
「
き
れ
い
に
」
を
合
言

葉
に
全
員
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
お

り
、
体
操
着
に
着
替
え
て
雑
き
ん
で
床

磨
き
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
に
で
も
明
る
い
あ
い
さ
つ
の
飛
び

か
う
学
校
」
か
本
校
の
伝
統
・
校
風
で

す
。
「
人
と
の
関
り
」
を
人
切
に
し
た

教
育
実
践
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
堀
越
悠
紀
夫
校
長
か
ら

開
校
以
来
、
P
T
A
・
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
学
校
で
す
。
落
ち
着
い

た
環
境
の
も
と
で
較
育
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て
も
、
運

動
部
・
文
化
部
と
も
に
全
国
大
会
出
場

な
ど
、
目
覚
ま
し
い
成
米
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

彰
風
園
に
集
う
生
徒
た
ち

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
演
奏
す
る
吹
奏
楽
部

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
2
7

保
木
間
堀
親
水
水
路

ゆ
る
く
カ
ー
ブ
す
る
道
路
に
沿

っ
て
保
木
間
堀
親
水
水
路
が
あ
り

ま
す
、こ
の
水
路
は
、紀
元
5
～

6
世
紀
こ
ろ
の
緊
穴
式
住
居
な
ど

を
再
現
し
た
伊
興
遺
跡
公
園
や
、

広
い
境
内
に
は
ケ
ヤ
キ
な
ど
占
木

大
樹
か
茂
る
伊
興
氷
川
神
社
の
間

を
ぬ
う
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
辺
り
は
寺
院
も
多
く
、

水
路
の
せ
せ
ら
ぎ
か
ま
ち
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
路
に
は
、
見
沼
代
親
水
公
園

の
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

《
広
報
課
》

東
伊
興
2
-
1
　
東
武
バ
ス
(
竹
ノ
塚

駅
東
口
～
安
行
原
久
保
)
北
寺
町
下
車

徒
歩
3
分

▲ 水路と寺町が調和して落ち着いた雰囲気に
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

も
う
1
枚
の
保
険
証
(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

家
族
の

。
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る
場

合

、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と
分
け

て
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
⑨
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
・
・
お
'
r
さ

ん
な
ど
が
K
外
に
・属
住
し
て
就
学
す
る

と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生
活
費
な

ど
を
援
助
し
て

い
る
場
合

▽
⑩
(
遠
隔
地
川
)
の
保
険
証
…
家
族

が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
I
ヵ
月
以
h

。
2
3

区
外
に
離
れ
る
と
き
や
足
立
K
外
の

施
設
に
人
所
す
る
鳩
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
・
問
先
U
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係

保
険
証
の
再
交
付

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
、
汚
損
し

た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す
。
申
込
―

住
所
、
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
(
保

険
料
の
領
収
書
な
ど
)
を
持
参
交
付

方
法
―
郵
送
※
窓
口
で
の
受
け
取
り

は
、
顔
写
奥
付
き
で
住
所
、
氏
名
が
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
官

公
署
発
行
で
特
殊
加
工
の
も
の
)
を
持

参
。
本
入
確
認
の
う
え
交
付
し
ま
す

(
同
一
歐
帯
の
方
の
申
請
も
可
)
　
▽

保
険
証
郵
送
の
前
に
受
診
し
た
い
と
き
:

二
資
格
収
得
証
明
書
」
を
発
行
(
医

瘴
機
関
に
提
出
す
る
と
足
立
区
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
お
よ
び
柔
道
接
骨
師

会
の
協
力
に
よ
り
、保
険
診
療
が
可
能
。

加
入
者
ま
た
は
・回
一
世
帯
の
方
の
申
請

に
限
り
発
行
)

申
先
―
各
区
民
夢
務

所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
U

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か
?
退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
と
、
病

院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
金
が
表
―

の
と
お
I
安
く
な
り
ま
す
。

※
旬
医

療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該
当
す
る

場
合
は
、
切
り
裃
え
の
f
続
き
を

対

象
岑
盲
齢
ま
た
は
退
峨
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
ぐ
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0歳

未
満
の
方
で
、
年
金
加
入
期
間
が
2
0年

以
上
ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0年
以
上
あ
り

そ
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②

「
①
」
と
同
様
に
加
入
し
受
給
権
は
あ

る
が
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択
し
受

給
し
て
い
る
方

③
「
①
」「
②
」
の

扶
養
家
族
四
方

皐
澎
③
ど
も
老
入

保
健
法
該
当
者
は
除
ぐ

申
込
U
年
金

証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の
証
耆
で
被

保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も
の
)
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

※
年
金
証
書
が
I
`
い
て
か
ら
、
1
4
日
以

内
に
手
続
き
を

申
先
n
各
区
民
事
務

所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
―

国
民
健
康
保
険
課
資
桁
賦
課
係

表1　 自己負担の割合

※ 保険料は変わりません

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
2年
度
第
2
期
の
特
別
区
民
税
・
祁

民
覗
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
期

限
後
は
、
鳥
率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い

鳩
合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
、
お
y
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
n
納
税
課
納
税
第

。・
第
ス
係

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め
、
便
利
で
安
心
で
す
。

申
込

―
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
番
を
持
参

申
先
n

頂
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

(郵
便
局
を
含
む
)

ま
た
は
区
担
肖
窓

口
、
区
民
事
務
所

問
先
U

マ
特
別
区

民
税
・
都
民
税
…

納
税
課
収
納
係

▽

国
民
健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康
保
険
課

収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
…

国
民
年
金
課
保
険
料
係

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
衣
2
に
該

当
す
る
方
は
区
民
嘔
務
所
ま
た
は
国
艮

年
金
課
で
f
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
U
閥
民
乍
金
課
適
川
係

表2　 届け出確認表

※ 第3 号被保険者の該当期間は、保険料を納付する必要はありません

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ご
注
意
く
だ
さ
い

社
会
保
険
職
員
を

装
っ
た
個
人
情
報
の

収
集

社
会
保
険
聨
務
所
の
職
員
等
を
装
っ

た
電
話
ま
た
は
架
空
団
体
名
の
文
'
匹に

よ
り
、
幕
礎
年
金
番
号
や
勤
務
先
電
話

番
廿
の
照
会
な
ど
、
個
人
情
報
を
収
集

す
る
不
審
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
事

実
が
社
会
保
険
庁
に
よ
り
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
区
で
は
、
佃
入
情
轍
の
収
り

扱
い
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
も
卜
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
先
U
国
民
年
金
課
推
進
係

教
育

心
身
障
害
教
育
懇
談
会

K
政
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害
学
級

で
は
、
障
宍
の
あ
る
f
ど
も
の
個
々
の

能
力
・
特
性
な
ど
を
伸
ば
す
た
め
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
学
に
あ
た
り

心
配
や
悩
み
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
日
時
1
9
月
2
8
日
呎
午
後

2
時～
4
時
場
所
n
教
育
研
究
所

嶺
保
育
室
あ
り

申
込
n
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
―
学
務
課
心
身
障
害
就
学

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
川
入
学
校
に
外
川
糖
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
方
へ
、
学
き
の
負
批
を
軽
減
す
る
た

め
の
袖
助
金
(
1
2年
度
前
期
4
月
～
9

月
)
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
I
マ
区

内
の
外
国
入
学
校
に
在
籍
す
る
外
岡
籍

を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
・
:学

校
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▽
区
外
の
外
国
入
学
校

に
飛
籍
す
る
外
同
籍
を
有
す
る
児
童

‘

生
徒
の
保
護
考
・・・
私
学
振
興
担
当
に
ご

連
緕
ぐ
だ
さ
い

※
在
籍
証
明
書
(

区

所
定
の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の
預
金

通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑
が
必

要
で
す

申
・
問
先
U

総
務
課
私
学
振

興

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
。
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
っ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
u
毎
週
月～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時～
午
後
5
時
申
込

ふ
`
話
場
・
申
・
問
先
n
教
育
研
究
所
　
　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
B
毎
週
月～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分
　

申
・
問
先
U
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

検
察
審
査
会
制
度

不
起
訴
に
は
1
1
人
の
審
査
の
目

交
通
事
故
や
詐
欺
・
傷
害
な
ど
の
嘔

件
に
あ
い
、「
加
害
者
を
告
訴
し
た
が
、

検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
」

と
い
っ
た
不
満
を
お
持
ち
の
力
は
、
検

察
審
査
会
制
度
を
ご
利
川
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
権
を
有
す
る
川
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
H
入
の
検
察
審
査
H
が
、
検
察

庁
か
ら
取
―
寄
せ
た
事
件
の
記
録
を
調

べ
た
り
、
証
入
を
呼
ん
で
聞
く
な
ど
、

検
塞
冩
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
一
般
岡
民
の
視

点
で
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結
米
、
さ

ら
に
く
わ
し
ぐ
捜
査
す
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
議
決
に
達
す
れ
ば
、
検
察
官
は

こ
の
議
決
を
参
考
に
嘔
件
を
再
検
討
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
裁
判
に
か
け
る
べ

き
と
判
断
し
た
と
き
は
。
そ
の
手
続
き

を
と
り
ま
す
。
審
食
の
申
し
立
て
や
相

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
先
―
東
京
第
一
・
第
二
検
察

審
査
会
嘔
務
局

(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

ま
た
は
区
・
選
挙
管
理
委
貝
会
事
務
局

掲
示
板

□
特
別
費
護
老
人
ホ
ー
ム
「グ
レ
イ
ス

ホ
ー
ム
」職
員
募
集
職
種
n
マ
介
護

(
非
常
勤
)
…
'
一
一
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

で
、
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
2
・
3

徴
の
資
格
が
あ
れ
ば
望
ま
し
い
マ
看

護
(
正
職
貝
・
非
常
勤
)
恚
丿
歳
く
ら

い
ま
で
の
方
で
-
-
-
正
・
准
看
護
婦
(
七
)

の
資
格
の
あ
る
方
申
込
u
電
話
、後

に
面
接
※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
を
申
・
問
先
u
特
別
養
護
老
入
ホ

1
ム

「
グ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム
」a

鳥

(
3
8
9
0
)
0
2
1
4

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療
日

時
n
9
月
1
5
日
㈲
、午
前
9
時
～
午
後

3
時
、
場
所
n

老
入
会
館

対
象
n
K

内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
方

内
容

―
は

り
・
き
ゅ
う
施
療
と
東
洋
医
学
の
無
料

相
談

定
員
u

劭
入
(

先
着
順
)

問

先
n

賄
東
京
都
鍼
・
灸
師
会

天
野

(
3
8
8
1
)
8
2
5
1

□
第
2
7
回
区
民
健
康
ま
つ
り
日
時
u

9
川
1
6
日
出
、午
後
1
時
～
4
時
場

所
u
西
新
片
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
容
u

健
康
・
4
一
・
介
駿
保
険
の
相
碑
健

診
、体
力
測
定
ほ
か
費
用
n
無
料

問
先
u
足
立
K
柔
道
接
骨
師
会

(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
整
理
屋
・

提
携
弁
護
士
被
害
1
1
0
番
(
電
話
無
料
相

談
)
日
時
1
9
月
1
9
口
㈹
、午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
内
容
―
整
理
屋
・
提

携
弁
護
士
に
よ
る
グ
レ
ジ
ッ
ト
ー
サ
ラ

金
処
理
に
関
す
る
相
談
問
先
u
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー(

3
5
8
1
)
2
2
0
6

相
談
専
用
(
当
日
の
み
)

(
3
5
8
1
)
2
2
3
3

□
父
母
の
会
バ
ザ
ー
日
時
u
9
月
2
4

日
面
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
場
所

u
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

※
品
物
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す

問
先
―
足
立
区

肢
体
不
自
由
者
父
母
の
会

鳥
橋

(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

先
I
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
1
0
月
1
日
面
都
立
舍
人
公
園
西
園

午
前
8
時～
午
後
3
時
奈
雨
天
時
1
0

月
8
日
ノ
6
0
K画
/
出
店
料
1
涸
円
/

電
話
/
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
1
0
月
1
日
面
諏
訪
木
西
公
園
午

前
1
0
時～
午
後
3
時
豪
雨
天
時
1
0
月

8
日
/
6
0
K鹵
/
出
店
料
1
円
/
電
話
/

斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
1
0
月
9
日
照
土
地
開
発
公
社
管
理

地
(
佐
野
1
『
・
1
・
2
』
　
午
前
1
0
時～

午
後
2
時
3
0分

※
兩
天
時
扣
月
1
5

日
/
4
0
K哨
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
(
9
月
2
5日
必
着
)
　
※
駐
嘔
場

希
望
の
有
無
を
明
記
/
〒
9
・
0
0
0
1

大
谷
Ⅲ
団
地
内
郵
便
局
留

小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▼
1
0
月
1
5
日
㈲
舎
人
団
地
3
号
棟
前

広
場
午
前
1
0
時～
午
後
2
時
※
雨

天
中
止
/
8
0
区
画
/

出
店
料
マ
手
持
ち

・
:
朗
円

マ
車
・
:
f
円
/

往
復
(

ガ
キ
(
1
0

月
5

日
必
着
)

※
出
店
方
法
(

手
持
ち
・
車
)

を
明
記
/

〒
1
2
1・
0
8
3
1

舎
人
6
-
1
3
-
1
2
1
4
1
1

杉
山

(
3
8
5
5
)
1
3
0
4

▼
1
0
月
2
2
日
圓
北
鹿
浜
団
地
内
中
央

公
園
午
前
9
時～
午
後
3
時
※
雨

天
時
1
0月
2
9
H
/
6
0
K
・肉
/

出
店
料
千

円
/

電
話
/

友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
1
0
月
2
9
日
淅
ル
ミ
ネ
北
千
住
店
屡

上
午
前
1
0
時～
午
後
4
時
※
雨
天

時
H
月
3
凵
'
8
0
g
呷
出
店
料
千
円

‘
9
月
1
4
H～
2
4
日
ま
で
に
ル
ミ
ネ
館

内
の
「
出
店
お
申
し
込
み
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
館
内
の
投
函
ボ
ッ

ク
ス
へ
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
店

(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

◎ 訂正とおわび　あだち広報エクスプレス9月1日号6ページの問い合わせ先に誤りがありました。正しくは「足立保健所健康推進課」です。
訂正しておわびします。《広報課》
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生
活
環
境

募

集

し

て

ま

す
　

防

災

協

力

井

戸

現
在
、区
で
は
災
害
時
の
生
活
用
水

確
保
の
た
め
、防
災
協
力
井
戸
と
し
て
2
1
5

件
の
方
に
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、災
害
時
に
近
隣
住
民
の

皆
さ
ん
へ
生
活
用
水
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。登
録
し
て
い
た
だ
い

た
井
戸
に
っ
い
て
は
、年
1
川
、衛
生

試
験
所
で
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。
井

戸
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
防
災
協
力

井
戸
と
し
て
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
度
の
水
質
検
査
は
、新
規
分
を

含
め
て
、
9
月
1
8・
2
0・
苧
2
7
日
、
1
0

月
2
・
4
・
1
0・
1
7凵
の
f
定

問

先
n
災
害
対
策
係

水

洗

化

が

可

能

に

な

り

ま

し

た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。
全
部
`
罘
地
域
―
関
原

三
丁
目
8
、
!
2・
供
用
開
始
月
日
n
7

月
2
1日

問
先
―
都
・
下
水
道
励
北
部

第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
U
区
‘計
画
調
整

課
助
成
係

建

物

を

新

築

等

さ

れ

る

方

は

届

け

出

を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で
出
入

口
を
変
更
す
る
場
合
は
、あ
ら
た
に
住

居
啻
″
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。こ
の
届
け
出
が
な

い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た

め
、
住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
。
棟
上
げ
・
基
礎
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
ら
、案
内
図
と
配
置
図
(

建
築
確
認
書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)

を
用
意
し
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
。

ア
パ
1
卜
な
ど
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
問

先
見
尸
糖
住
民
課
住
居
表
示

美
し
い

ま
ち
に
!

花
い

っ
ぱ
い

コ
ン

ク
ー
ル

1
3
年

度

参

加

団

体

募

集

白
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
を
美
し
く
し

て
み
ま
せ
ん
か
。毎
日
暮
ら
す
地
域
を
、

草
花
で
彩
ら
れ
た
暮
ら
し
に
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
き
れ
い
で
美
し
く
、入

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
対
象
U一区
内
の
町

会
・
自
治
会
、
学
校
な
ど
の
団
体

費

用
u
無
料
申
込
―
電
話
期
限
u
9

月
2
2日

問
先
n
地
域
支
援
課

女

性

総

合

セ

ン

タ

ー

か

ら

□
実
践
カ
ア
ッ
プ
講
座

▽
公
開
講
座
①
「メ
デ
ィ
ア
の
操
作
性

を
探
る
」

報
道
現
場
で
は
、だ
れ
が
、何
を
、

ど
の
よ
う
な
幕
準
で
、だ
れ
に
む
け
て

情
報
を
発
信
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
話

を
伺
い
な
が
ら
、社
会
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。日
時
n
9
月
2
0
日
團
、

午
後
6
時
4
5
分
～
8
時
4
5
分
講
師
n

池
田
恵
理
子
氏
(
N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
2
1
)

▽
公
開
講
座
②
「女
性
の
労
働
事
情
を

知
り
た
い
」

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
て
い
る
講
師
か
ら
、女
性
の
労
働

の
現
状
を
語
っ
て
い
た
だ
き
。こ
れ
か

ら
の
展
望
を
探
り
ま
す
。日
時
u
1
0

月
H
H
Ⅲ
、午
後
6
時
4
5
分
～
8
時
4
5

分
講
師
u
酒
井
和
F
氏
(
女
性
ワ
ー

キ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
考
え
る
会
)

公
開
講
座
①
②
の
い
ず
れ
も
。場
所
n

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
n
区
内
在

住
、在
勤
、在
学
の
男
女

定
員
-
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
1

電
活

※
2
歳
か
ら
学
齢
時
前
ま
で

の
保
育
を
し
ま
す
。く
わ
し
く
は
申
し

込
み
時
に
説
明

□
区
民
企
画
講
座

「
ふ
れ
あ
う
て
生
き
る
P
a
r
t
Ⅱ

～
女
も
男
も
ブ
ラ
ボ
ー
子
育
て
よ

子
育
て
に
っ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
、

子
ど
も
の
こ
と
、
私
の
こ
と
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
?

話
し
合
う
こ
と
で
、

―
歩
踏
み
だ
す
元
気
が
で
る
は
ず
で
す
。

日
程
―
表
3

対
象
―
区
内
在
住
在
勤

の
子
育
て
に
関
心
あ
る
男
女
4
0人

申

込
n
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、
年

齢
、電
話
啻
万
を
明
記

※
2
歳
か
ら

学
齢
前
ま
で
の
保
育
あ
り
。希
望
者
は

子
ど
も
の
氏
名
、性
別
、
生
年
月
日
も

明
記
(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
。
保
育

説
明
会
を
9
月
2
2日
に
開
催

期
限
1
9

月
2
5日

※
保
育
は
9
月
2
0日

□
女
性
問
題
を
学
習
し
て
い
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

対
象
u
K
内
に
活
動
の
主
体
を
置
き
、

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
7
人
以
h

(
女
性
が
7
割
以
ヒ
)
の
団
体
内
容
u

女
性
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
公
開

の
学
習
会
・
講
演
会
の
た
め
の
講
師
派

遺
費
用
の
助
成
定
員
u
9
団
体
申

込
n
所
定
の
申
込
書
を
提
出
期
限
u

1
0月
2
0日

※
く
わ
し
く
は
、女
性
紕

合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
ｔ

く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
〒

甼
0
8
5
1
梅
Ⅲ
7
1
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3　 区民企画講座日程

催
し
物
ガ
イ
ド

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
時
u
1
0
月
2
7
圍
、
午
前
1
0
時
～
午
後

2
時
コ
ー
ス
u
千
住
曙
町
船
着
場
～

吾
妻
橋
(
隅
田
川
)
～
両
国
～
勝
ど
き

橋
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
パ
レ
ッ

ト
タ
ウ
ン
上
陸
(
自
由
見
学
)
～
勝
ど

き
橋
～
1
-
住
曙
町
船
着
場
(
水
上
バ
ス

利
用
)

対
象
u
観
光
協
会
会
員
と
家

族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
H
5
4

入
程
度
(
抽
・選
)

費
用
―
▽
観
光
協

会
会
員・・・
3千
沺
円

マ
会
貝
家
族・
:
4
1

円

▽
一
般
…
4
千
汕
円
(
い
ず

れ
も
昼
。食
付
。当
選
者
に
は
後
日
、振

込
用
紙
を
送
付
)

申
込
n
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
者
全
貝
の
氏
名
、
年
齢
。住

所
、
電
話
番
吁
、会
貝
・
会
貝
家
族
一

一
般
の
別
、「1
0月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
希
望
」と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚

で
3
人
ま
で
中
し
込
み
可
。返
信
(
ガ

キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
を
必

ず
記
入
。重
複
申
込
は
無
効

期
限
U
9

月
2
5日
必
着

申
・
問
先
H
観
光
協

会
(
産
業
振
興
課
内
)
〒
闥
・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3
(直
通
)

老
人
会
館
の
書
道
教
室
(

後
期
分
)

日
時
u
1
0
月
～
1
3
年
3
月
ま
で
の
第
2

。第
4
上
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0

分
対
象
u
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住
の

方
※
前
期
受
講
し
た
方
や
、ほ
か
の

教
室
を
現
在
受
講
中
の
方
は
申
し
込
み

不
可
定
員
u
3
0
入
(
抽
選
)
費
用
u

無
料
申
込
n
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
年
齢
、電
話

番
号
を
明
記
期
限
u
9
月
1
6
日
必
着

場
・
申
・
問
先
n
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
―

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
と
と
き
を
日
本
伝
統
楽
器

(
琴
・
尺
八
)
の
音
色
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く

だ
さ
い
。日
時
n
9
月
2
2
日
團
午
後

0
時
2
5
分
～
1
時
場
所
n
区
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
演
奏
―
足
立
区
三
曲
協
会

費
用
―
無
料
問
先
u
文
化
振
興
係

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

渕
江
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
ン

演
奏
会

秋
の
日
、す
が
す
が
し
い
歌
声
を
お

届
け
し
ま
す
。
日
時
n
9
月
3
0日
叫

午
後
6
時
3
0分

場
所
n
竹
の
塚
K
民

ホ
ー
ル

費
用
u
無
料

問
先
回
文
化

振
興
係

動 物 愛 護 週 間

9月20日～26日

見つめてください

動物への責任と
愛情

動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
育
に
っ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
「
動
物
の
愛
護
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。こ
の
機
会
に
私

た
ち
の
身
近
に
い
る
動
物
に
っ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
犬
に
は
正
し
い
し
つ
け
を

「
無
駄
ほ
え
を
し
な
い
」「入
や
ほ
か

の
動
物
を
攻
撃
し
な
い
」な
ど
入
間
社

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
犬
を
し
つ
け
る
こ
と
の
大
切
な

目
的
で
す
。あ
な
た
の
愛
犬
は
、
な
き

声
や
フ
ン
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
せ
ん
か
。

□
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

交
通
事
情
や
住
宅
事
情
を
考
え
る
と

都
会
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
、尾
内
飼

育
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

□
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

都
で
は
毎
年
総
理
府
な
ど
と
と
も
に

「
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
時
n
マ
9

月
2
3
日
㈲
、
午
前
1
1
時
1
午
後
4
時
3
0

分
マ
9
月
2
4
日
叫
午
前
H
時
～
午

後
4
時
場
所
―
上
野
恩
賜
公
園
内

容
n
愛
犬
の
し
つ
け
教
室
/
盲
導
犬
・

聴
導
犬
の
演
技
/
子
ど
も
広
場
/
動
物

愛
護
パ
レ
1
ド
な
ど
問
先
u
都
・
衛

生
局
獣
医
衛
生
課(

5
3
2
0
)
4
4
1
2

区
・
生
活
衛
生
課
医
薬
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
2
(直通
)

働
き
な
が
ら
の
子
育
て
応
援
し
ま
す
!
!

働

く

親

の

子

育

て

講

座

Ⅲ

「
子

ど

も

の

心

を

育

む

子

育

て

」

働
き
な
が
ら
の
子
育
て
に
、日
夜
奮

闘
し
て
い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
。忙

し
い
毎
日
の
中
で
、
今
の
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
と
不
安
を
感

じ
た
り
、疲
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
?

子
ど
も
た
ち
の
状
況
や
心
を
知
り
、

大
入
も
少
し
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、

子
育
て
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

講
座
を
、
身
近
な
地
域
で
開
き
ま
す
。

曼
昌
よ
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
H
表
4
対
象
n
主
に
小
学
生
の

父
母
と
地
域
で
子
育
て
に
か
か
わ
っ
て

い
る
方
々
費
用
―
無
料
申
込
―
当

日
直
接
会
場
へ
問
先
u
住
区
推
進
課

□
児
童
館
で
も
相
談
受
け
付
け
ま
す

講
座
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

次
の
児
童
館
な
ど
で
、随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
西
保
木
間
児
童
館
(
西
保
木
間
3
1

1
4
1
1
6
-
1
0
1
)

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

▽
中
部
児
童
館
(
関
原
2
-
1
0
-
1
0
)

(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

▽
西
部
児
童
館
(
鹿
浜
2
-
2
4
j
2
)

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

▽
千
住
児
童
館
(
ヂ
住
元
町
3
4
-
I
)

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

表4　 各地域講座一覧
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足
立
区
文
化
団
体
連
合
会

創
立
5
0
周
年
記
念
事
業

第
5
0
回
足
立
区
文
化
祭

文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
方
々
の
成
果
を
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
日
時
等
l
衣
1

・
2

※
衣
に
★
印
の
あ
る
も
の
は
。

般
参
加
可
(
要
事
前
申

込
)。
実
費
負
担
あ
り

申
・
問
先
爻
化
振
興
係
　
(

3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1　 舞台・大会部門

表2　 展覧会部門

※ いずれも時間は午前10時～午後6時( 最終日は午後5時まで)

花だより

彼
岸
花

ま
だ
夏
の
余
韻
の
残
る
お
彼
岸
の
こ

ろ
に
、
川
畑
の
あ
ぜ
道
や
墓
地
な
ど
に

咲
い
て
い
ま
す
。有
毒
植
物
で
、七
彜

の
時
代
に
墓
に
植
え
ら
れ
た
り
、
家
の

壁
七
に
混
ぜ
て
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
を
防
い

だ
な
ど
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
各
地
に
千
余
例
の
方
一言
名
が
あ
る
こ

と
が
解
っ
て
い
ま
す
(
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ

ゲ
・
カ
ミ
ソ
リ
バ
ナ
ー
(ミ
ズ
(
ナ
ミ

ズ
・
ト
ウ
ロ
ウ
バ
ナ
な
ど
)。

明
る
い
紅
色
の
花
が
不
思
議
に
美
し

く
、
魅
力
に
誘
わ
れ
て
描
い
て
み
ま
し

た
。

絵
と
文
　
内
田
花
子
さ
ん
(興
野
二
丁
目
)

あだちまつり

A- Fest a2000
出会い　ふれあい　水辺のまつり

9 月中旬から区内各施設でプログラ
ムを配布します。 まつ り当||に景品が
もらえるクイズつきです。

□ 記念グッズ販売中!区政情報室、 千住区民 事務所、A ふ
らんきアンテナショップ などでT シャ
ツ( 1 β 00円) ・バンダナ( 400 円) を販
売しています。
□ 区民まつり展示会開催

イベントや記念グッズを紹介し、お
まつり気分を盛り上げます。期間=
10月4　111～13日　場所=区役所1階口
ビ ー　問先= 区民 まつ り委員会事務 局(
地域支援課) 　S38　8　0　―　5　111㈹

□ フリーマーケット出店者募集
A-フェスタ2000リサイクルコーナ

ーでフリーマーケットを開催します。
ぜひ参加してみてください。　日時=
マ10月14　H( 土) 、午前n畤～午後3時、
マ10月15日( l l ) 、午前10時～午後3時
※ 雨 天中。111　場所= 荒川河川敷「虹 の
広 場」　 対象 一区 内在住 ・在勤の 方( 18
歳 未満の方や 出店物品 の販売を事

業および剛業としている方は不可)
区画=各日100区画( 抽選) 、/ 1世帯
1 区 画・11 ミ|のみ( 3mx3m 程度)
※ 飲 食物、薬品、ペ ット、品質保証の
できない ものは販売できません　出店
料 一無料　申込= 往復ハガキに希望日、
郵便 番号、住所、氏名。年齢、電話番
号、主な出品物を明記　期限=9 月25
日消印有効　申・問先= あだち再生館
〒120- 0011 中央本町2- 9- 1

3880- 9802

み
ん
な
に
と
び
こ
め
!
!

「
遊
び
・
学
び
」の
ビ
ッ
グ

ワ
ー
ル
ド

～
つ
い
に
今
年
で
1
0
周
年
～

日
時
n
9
月
1
7日
剛
、午
前
9
時
3
0分

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ

内
容
ｕ
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
/
伝
承
遊
び
/

作
っ
て
遊
ぼ
う
/
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
ノ

あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
・
大
な
わ
と
び
大

会
/
模
擬
店
几
(
ザ
1
ほ
か

問
先
n

少
年
育
成
係(

3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

スケッチ あだち このコーナーでは まちの 情報・話題を

お待ちしています。

問先= 広報係　　3880- 5111 ㈹

ラ
モ
ス
さ
ん
か
ら

サ
ッ
カ
ー
少
年
た
ち
に
ス
ル
ー
パ
ス

ラ
モ
ス
瑠
偉
さ
ん
や
J
リ
ー
グ
・
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
選
手

ら
を
迎
え
て
、
8
月
6
日
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
足
立
区
サ
ッ
カ
ー

塾
　
ワ
ン
デ
ー
サ
マ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
年
た
ち
に
パ
ス
や
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

シ
ュ
ー
ト
の
仕
方
を
指
導
す
る
「
中

学
・
鳥
校
生
の
た
め
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

で
は
、
ラ
モ
ス
さ
ん
ら
が
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
時
折
見
せ
る
ラ
モ
ス
さ
ん
の
模

範
プ
レ
ー
に
、
少
年
た
ち
は
た
だ
見
と

れ
る
ば
か
り
。
そ
し
て
、
「
常
に
激
し
い

状
況
を
槊
足
し
て
練
習
す
る
こ
と
が
人

事
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

r
ど
も
た
ち
の
汗
と
笑
顔
が
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
い
た
一
日
で
し
た
。

▲ 華麗なリフティングに、少年たち
の熱い視線

▲ ラモスさん( 左) のスピードに
ついていけるかな

平和な今だからこそ具だくさん

「すいとんのつどい」

8 月8日、西部児童館・老入館を利用する人など約100人が集

まり、野菜たっぷりのすぃとんを食べました。

大鍋2個分のすぃとんが煮えるまで、戦時中のことが描かれた

映画を見たり、戦争の話を聞きましたO「こわいね」「かなしい」

という子どもたちの声が聞こえました。戦争を体験された方も、

初めて食べるという子も, 平和をかみしめ, みんなで舌つづみを打ちました,

▲ 「ねぎはキライ」「ワタシはゴボウ
がニガテ」

「
戦
時
中
は
、
具
の
少
な
い
す
い
と
ん

を
毎
日
食
べ
た
ん
だ
よ
」

▼ ボランティアの鹿浜中2年
石田君、住田君、平賀君

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦

生
物
園

バ
ッ
タ
と
り
大
会

夏
休
み
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
バ
ッ
タ
と
り

大
会
」
が
8
月
1
9
日
`
｀
一
日
の
2
日
間
、
生
物

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
野
原
な
ど
が
減
り
、了
ど
も
た
ち
が

虫
捕
り
を
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
大
会
で
は
、実
際
に
バ
ッ
タ
に
手
で

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、子
ど
も
や

そ
の
父
母
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

了
ど
も
た
ち
は
、
虫
か
ご
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

持
ち
、
ま
ず
は
バ
ッ
ク
の
居
場
所
を
確
認
。そ

し
て
、
f
づ
か
み
で
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
ま
す
。

捕
ま
え
た
バ
ッ
タ
を
大
切
に
虫
か
ご
に
入
れ
る
f

、飛
ん
で
き
た
バ
ッ
タ
に
驚
き
大
声
を
あ
げ

る
r
、
場
内
を
縦
横
無
尽
に
か
け
ま
わ
る
r
な

ど
、
バ
ッ
タ
と
り
に
挑
戦
す
る
い
き
い
き
と
し

た
T
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲ あっ、ここにもいるよ

何
匹
と
れ
た
か
な

ジ
ャ
ズ
バ
レ
エ
で
交
流

8
月
4
日
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
バ
ン

バ
リ
ー
巾
の
ジ
ャ
ズ
バ
レ
エ
チ
ー
ム
の
公
演

会
が
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
L
O
V
E
マ
シ
ー
ン
」

を
含
む
9
曲
に
合
わ
せ
て
華
麗
な
ダ
ン
ス
を
披
、露
。

盛
大
な
拍
f
で
会
場
は
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ン
ス
の
ミ
ニ
講
習
会
も
行
わ
れ
幼
児

や
中
学
生
な
ど
が
参
加
。最
初
は
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
様
子
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
手

を
と
ら
れ
て
踊
る
う
ち
に
自
然
と
体
が
動
き
、楽

し
そ
う
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ズ
も
バ
ッ
チ
リ
!
!

「
こ
れ
で
い
い
の
か
な
ぁ
…
?
」

古 紙配合率70% 再生紙を使用しています R. S　234, 000


